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地理 京都大学（前期）    １／５ 

Ⅰ 地理Ｂ問題 

 

（１） 

ア Ｃ イ Ｂ ウ Ａ 

 

（２） 
 

育児家庭への経済的補助や保育施設の整備，男女ともとれる育児休業制度を充

実させた。（40 字） 

 

 

（３） 

 

（４） 

① 大都市圏 

 

② 
人口の割に保育園・保育士が不足し，待機児童が多く，育児と就業を両立

しにくい。（38 字） 

 

③ ① の地域は核家族，それ以外では大家族が多い。 

 

 

 

 

 

産業が発達していない南部より，北部は商工業が発達し雇用機会が多く，就

業率も高い。（40 字） 
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地理 京都大学（前期）    ２／５ 

Ⅱ 地理Ｂ問題 

 

（１）                                   

 
複数国の領域を流れ，条約により外国船舶の自由航行が認められている。（33

字） 

 

（２） 

 ライン地溝帯 

 

(３) 

① パークアンドライド 

 

 ② 市街地の交通渋滞緩和と大気汚染対策。（18 字） 

 

(４) 

① ユーゴスラビア 

 

② 
民族・宗教の異なる６共和国からなる連邦が，経済水準の高い北部の２共

和国の独立を機に解体し始めたから。（50 字） 

 

(５) 

① デルタ ② ベトナム 

 

③ 熱帯で，季節風の影響により高日季は雨季，低日季は乾季となる。（30 字） 
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地理 京都大学（前期）    ３／５ 

 

Ⅲ 地理Ｂ問題 

 

（１） 

ア ホイットルセー イ 家畜 

ウ 休閑 エ 輪作 

オ 集約的稲作農業 カ 二期作 

キ 蚕 ク 桑 

 

（２） 

Ｘ 中国 Ｙ アメリカ合衆国 Ｚ ウズベキスタン 

 

（３） 

① アムダリア川 シルダリア川 

 

② 
流入量の減少したアラル海が縮小し，干上がった湖底から塩が周辺に飛散

している。（38 字） 

 

（４） 

① 南アメリカ ②  東南アジア 

 

③  年中高温多雨 
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地理 京都大学（前期）    ４／５ 

Ⅳ 地理Ｂ問題 

 

（１） 

ア 南極 イ 窒素酸化物 

ウ 光化学スモッグ 

 

（２） 

 モントリオール議定書 

 

（３） 

工業が盛んな西欧諸国で排出された原因物質が，偏西風により北欧諸国などへ広

がった。（40 字） 

 

（４） 

 ① 油やし 

 

 ② パーム油に加工され，食用油や石けん・洗剤の原料となる。（27 字） 

 

（５） 

自家用車の普及は進行したが，暖房などでの石炭使用の規制は強化された。（34

字） 
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地理 京都大学（前期）    ５／５ 

Ⅴ 地理Ｂ問題 

 

（１） 

① 恩田原の崖下に沿って流れる河川水が得られるため。 

 

② 火山の噴出物に覆われ，水が得にくく畑がみられる。 

 

（２） 

① おもに草地と針葉樹林が混在していたが，針葉樹林へと変化した。 

 

② 入会地として利用されていたが，植林が行われ林業地となった。（29 字） 

 

（３） 

① 住宅は分散し，道路は高低差に対応して屈曲している。 

 

② 森林が広く残され温泉施設があるため，別荘地・保養地である。（29 字） 

 

 

 


